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＜病棟連絡事項＞
・上半期人事考課評価10/14〆切、下半期人事考課作成10/31〆切
・10月利用分より業者洗濯の料金が変更予定
・10/12（日）

　メンタルケア病棟市井水受水槽　断水時間8：00～12：30　

　→断水箇所：メンタルケア病棟風呂、南A全部、西A全部、東D流し、東Cトイレ、東A流し、南洗濯場、メンタル3F・4F全部
＜ベッドコントロール＞
・四戸　多美子様～10/7北病棟転出予定。
＜患者様連絡事項＞
・木口　柊太郎様～青山荘体験利用の為、外出している。
・平山　敬之様～スマホを録音状態にして返却する事あり、返却時は確認が必要。

・木村 浩聡様～北病棟の転出、入院形態の変更に関して従弟様へも確認した所、不満な点について高圧的に訴えがあったとの事。SWへも情報提供し、今後の対応について検討予定。来週中には日程の連絡を頂く予定。
・小山　仁様～家族より自宅退院は不可との連絡があったとの事、でその事も踏まえて
　　　　　　　主治医面談を調整予定。

・駒木　洋士様～不眠時エスゾピクロン処方あり。
・佐々木　康子様～便秘時ピコスルファートナトリウム処方あり。
・川村　享様～便秘時ピコスルファートナトリウム処方あり。

・柞木田Dr患者様～院内散歩全員許可あり。

・小田　沙也加様～10/7～PL継続処方あり。

＜要注目患者様ケース検討＞
・四戸　多美子様～昨日、転倒し左眼周囲に内出血、腫脹、疼痛あり現在も持続しクーリングでの対応としています。主治医に報告後、頭部CT指示頂いています。食事は自室での摂取としている為、歩行時注意していきましょう。
・瀬川　高雄様～気分高揚さ、多弁さ、他者への性的言動があり介入要している。詰所においても、他者が居ても割り込み話し掛けに来る事あり。自身でも精神的不調は自覚しているようだが、自制できずにいる。
・飯岡　未来様～男性患者S.K様へ付き纏うようにしており、後ろをついて歩いたりわざわざベンチの隣に座りくっつくようにしている。他患者様から注意されると、眼球上転しながら男性患者様に近付いたり周囲を徘徊している。トラブルに注意し、適宜介入行っていく。

・山口　桜様～自室にて大声で泣いている姿あり介護スタッフ介入している。「6月におばあちゃんが無くなったのと、最近のトラブルと、Sさんから生理きてる？名前とかしつこく色々聞かれて、物を貸してほしいとか…死んだ方が良いのではないかと気持ちになった。」と訴えがあっ他との事。衝動行為に注意し、適宜傾聴や継続指示にて対応していく。
・若松　邦生様～特定女性患者に対し苛々感を覚え、粗暴行為をしようとする言動あったが、直接トラブルには至らず。引き続き行動に注意し観察行い、適宜継続指示の対応等行っていく。

＜柞木田Dr.患者様診察情報＞
・豊田　建世様～依存的言動無く夜間良眠されている事、食事は全量摂取され食物残渣混じりの嘔吐が少量あり、嘔吐後気分不快ない事、体重は先週43.6→本日43.3㎏で経過されている事を情報提供行っている。

診察時、「調子は変わらないです。(嘔吐した)量は多かったり少なかったりです」と話されている。また、漢方薬の服用は問題ないとの事で続けられそうとの事。先週より体重-300gであり、今後も体重減少に注意し観察続けて行く事としている。
・小坂　周子様～表情の冴えなさあるが希死的発言や抑うつ言動なく食事は2/3～全量摂取されている事、10/10～1泊の外泊予定であることを情報提供行っている。診察時は、便秘の訴えあり、毎日服用する形で調整も可能な事の説明を受けるが、“毎日はいらない”と返答されている。

また、外泊時は“何かやらなきゃと思って…家事をやろうと思って”と外泊中も頑張る様な発言聞かれている為、

外泊中はリラックスしてゆっくり過ごしてもらうよう、主治医から説明受けている。

外泊時出棟時

・内服薬はご家族様管理で、頓用(不穏時、不眠時、便秘時)を持参
するようにとの事。

・ご家族様への確認事項として、元々のご本人様の様子の確認と、

(スタッフ側で)ご家族様とご本人様とのやり取りがどういった様子かの観察をお願いしますとの事。

またご家族様へ、外泊中歩行状態等自宅での生活状況、不安・心配がないか等教えて頂きたいとお伝えする事。

(訪問指導に繋げていければとの事。)の対応をお願い致します。

処方変更なし。
・佐藤 定子様～気分の落ち込みや不調訴えなく食事摂取され夜間良眠され作業療法も拒否無く参加されている事、血圧は100～120台で経過されている事、10/7から1泊で外泊予定である事、青陽館の見学を10/15　予定している事、外泊　10/7～1泊で予定している事を情報提供行っている。

診察時は不調訴え無く落ち着いて会話されている。

外泊時は、服薬は必ずご家族様管理とする事。（ODの経緯あり）。頓用（不穏時、不眠時）を持参する事と、落ち着かなければ早めに帰院してきていい事の説明を受け“分かりました”と返答されている。

処方変更なし。
＜小栁Dr.退院支援委員会＞　

・西舘　ミネ様～施設入所の方向性で、本日介護認定調査を受けている。結果に合わせ入所可能な施設の検討を行っていく。

・小山　仁様～家族より自宅退院は不可との連絡があったとの事、でその事も踏まえて

　　　　　　　主治医面談を調整予定。
・小嶋　つ子様～9/5施設入所について説明した際、本人様より「施設で進めるしかないよね」と発言あり。アップル園とサポートハウス絆に空きがあるとの事で申し込みを家族へ依頼している。SWへ情報提供し、進捗確認中。
＜退院支援状況確認＞
・小向　栄子様～9/17主治医面談行い、青風荘への入所を希望されているが現在枠が埋まっているため他の施設へも問い合わせしていく事となる。

・川村　享様～サ高住の見学・申し込みしていますが空きがないことから、8/12本人の姉様が南山苑申し込みしています。また、他施設も申し込みするよう弟様へは伝えています。

・瀬川　高雄様～10月外出泊訓練3回目実施予定。施設側からは50点と評価頂いている。精神症状不安定であり、現状で入所は困難。
・佐藤　友子様～9/5娘様・ケアマネへ退院許可が出ていることを連絡しています。夫の死を本人にまだ告げておらず、田子のグループホームに入ると本人にバレてしまうのではないかと不安とのこと。そのため南山苑の方が良いか？と相談。南山苑でも良いが、退所後もずっと本人には伏せて生活を継続するのか、良いタイミングで本人に伝え、生まれ育った地で墓参り等も時折できるようにしていくかは、ご家族様の考え方次第であることを伝えた。色々探したいのでリストもらえますか？と話すも、先ずは生活の場を決めてからの方がよいことをお伝え。「ちょっと考えてまた連絡します」と話していた。

・吉田　富秋様～9/25障害支援区分の認定調査を実施済み。

・山口　桜様～青山荘の再入所は困難、障害基礎年金2級で貯蓄もほとんどない事から

生活保護の申請をしたが取り下げとなっている。成年後見制度の利用についても検討していく必要があり。

・野坂　翔様～10月2週目でに青森市内の自立訓練施設の体験外泊を予定。
移動手段検討中。

・磯島　武弘様～9/25ケア会議実施。本人はアパートに戻りとらいはーとに通いたいと希望あるが、拘り強く金銭管理困難な為見守り環境可での生活訓練施設を検討していく。青山荘の見学は拒否言動なく11/5ケア会議実施予定。

・駒木　洋士様～要介護3。南山苑検討してたが空き状況と利用者の層からみても本人に向いてないのでは？とありいなほ荘の案が上がっている。

・小山　仁様～10月中主治医面談予定。家族からは自宅退院は拒否との話あり。
・木口　柊太郎様～10/6青山荘体験利用実施。入所に向け調整中。体験外泊前にケア会議実施し進めていく事となる。
・佐藤　定子様～9/24主治医面談実施。御家族は施設入所を希望あるも金銭面から自宅退院となる。今後、外泊訓練と青陽館見学、体験実施し10月末退院を目指す事になる。

・若松　邦生様～退院後の日中の活動場所としてB型就労も視野に入れていくよう主治医より提案あり。今後、外泊訓練導入していく。

・平山　敬之様～10/6ケア会議実施予定。計画相談に「服薬に関して反対だ」とメールを送っている。

・鈴木　和則様～9/26入院。退院先について検討中。
・四戸　多美子様～有料「つくし」は対応困難との事で退所となる。南山苑や当院系列のGH提案するも老健は家族遠方でGHは待機者多いとの事で再度検討中。

・小田　沙也加様～精神症状安定次第退院支援進めていく。家族より年内は厳しいとの話あり。
・小坂　周子様～退院前訪問指導は一旦中止し外泊訓練に変更となる。10/10～10/11実施予定。

・木村　浩聡様～自宅退院予定。精神症状安定次第調整していく。

・豊田　建世様～12月までに退院調整が出来るよう申し込み状況確認していく必要あり。

・小嶋　つ子様～アップル園とサポートハウス絆に空きがあるとの事で申し込みを家族へ依頼している。申し込み状況確認していく。
